予算要求資料
平成３０年度当初予算　　　支出科目　款：土木費　項：都市計画費　目：都市公園費
	事業名新花フェスタ記念公園特別催事実行委員会負担金


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　都市建築部　都市公園整備局　都市公園課　企画推進係
電話番号：058-272-1111（内3794）　E-mail：c11669@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　　６０，０００千円（前年度予算額：　－　千円）　
＜財源内訳＞

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	60,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	60,000

	決定額
	60,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	60,000


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・花フェスタ記念公園「春のバラまつり」では、「世界に誇るバラ園を中心に
花による感動をつたえる」をテーマに、圧倒的なボリュームのバラを地植えの状態で見せることが最大の魅力であるが、開催当初はバラが２～３分咲き（見頃前）であることから、この時期の来園者数の底上げを図るために、開幕からの９日間、仮設のガーデンを中心とした特別催事を開催する。
　・同様に、「秋のバラまつり」は、春ほどのバラの開花ボリュームが無く、来
園者数も春の約１７万人に対し、秋は約６万人と三分の一程度であり、さら

なる潜在的来園者数を伸ばすために、（食、芸術を中心とする）特別催事を
開催する。
・いずれの特別催事も、従来のバラまつりの「美し」「美味し」「花き振興」
「県民参加」の企画に追加して、民間の経験、ノウハウを活用した「楽し」
の企画を加え、県内はもとより愛知県を中心とする県外からの集客、従来の
客層（例.バラ愛好家、花や園芸の好きな４０歳以上主婦層）だけでない新
規ターゲット層を開拓していく。
・これにより、春については見頃前と見頃の「春のバラまつりを２度楽しもう」、
秋については「バラ以外にも楽しめる秋のバラまつり」をテーマに集客増を
図る。
（２）事業内容
■ 春のバラまつり特別催事
・開催時期　平成30年5月12日（土）～20日（日）の９日間
・開催場所　花フェスタ記念公園（岐阜県可児市瀬田1584-1）

・主　　催　春のバラまつり特別催事実行委員会（仮称）
■ 秋のバラまつり特別催事

・開催時期　平成30年10月6日（土）～11月11日（日）の３７日間
・開催場所　花フェスタ記念公園（岐阜県可児市瀬田1584-1）

・主　　催　秋のバラまつり特別催事実行委員会（仮称）

（３）県負担・補助率の考え方
・春、秋いずれの特別催事も初年度は事業の立ち上げを支援するため、全体事
業費の５０％を県負担金とし、その他については民間企業（指定管理者含む）
による資金調達によりまかなう。
３　事業費の積算内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	補助金
	60,000
	実行委員会負担金

	合　　計
	60,000
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ

　・長期構想
　　　花フェスタ記念公園来園者数の増加
　　　花き産業振興
（２）後年度の財政負担
・県負担額については、段階的に減額していく予定。
（３）事業主体及びその妥当性
・県内外から集客するための広報力やこれまでにない切り口の企画力を持った
民間企業の経験とノウハウを最大限活用するため実行委員会形式で開催することは妥当である。
事業評価調書（県単独補助金除く）
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
花フェスタ記念公園来園者数を増加させ、平成３０年には来園者数を４５万人とする。また、バラ販売、新品種品評会、商談会を開催することで、花き産業の振興を図る。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	来園者数
	407千人
（H28）
	311千人

（H25）
	347千人

（H26）
	650千人

（H27）
	407千人

（H28）
	450千人

（H30）
	90％


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容



（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○
	花フェスタ記念公園「春のバラまつり」及び「秋のバラまつり」では、「世界に誇るバラ園を中心に花による感動をつたえる」をテーマに、圧倒的なボリュームのバラを地植えの状態で見せることが最大の魅力である。

開幕当初はバラが２～３分咲き（見頃前）であることから、この時期の来園者数の底上げを図るために、開幕からの９日間、仮設のガーデンを中心とした特別催事を開催する。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか　
民間企業の経験とノウハウを最大限活用し、後年度も引き続き実施していく予定である。



